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第４次 第５次

955,593 955,593 776,242 776,242

1 総
道路事業用
地維持管理
業務

道路事業用地買収に
伴う測量等業務及び
買収済み用地工事着
手までの維持管理を
行う。

道路利
用者・
用地買
収対象
地権者

施
管

2,568
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ 3,207 未 高 高 高

現状維
持

なし 維持

1
道路事業用
地維持管理
業務

道路事業用地
維持管理

対象路線 １３路線 １３路線 2,568
道路事業用地
維持管理

対象路線 １３路線 3,207
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

2 総
堤坂下交差
点改良事業

道路を整備し、都市
機能の充実を図り安
全で円滑な交通を確
保する。

道路利
用者

施
整

市道０１１
０号線・６
３４２号線
等道路改良
事業

Ｚ 8,408 未 高 高 高
現状維

持
有り

予算
なし

2
堤坂下交差
点改良事業

休止
神奈川県と事
業調整

堤坂下交差点
改良事業

用地買収
A=48.1
3㎡

8,408 可
必
要

済
不
可

無 有り 22

工事については、都
市技術センターへ委
託するため、用地買
収については主管課
のごみ対策課で対応

予算
なし

3 総
市道６３４
２号線道路
改良事業

道路を整備し、都市
機能の充実を図り安
全で円滑な交通を確
保する。

道路利
用者

施
整

市道０１１
０号線・６
３４２号線
等道路改良
事業

市道０１１
０号線・６
３４２号線
等道路改良
事業

33,319
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ 15,564 未 高 高 高

現状維
持

有り
予算
なし

3
市道６３４
２号線道路
改良事業

道路改良工事
道路改良工事
完成延長・幅
員

L=260m
W=7.5～
9m

L=260m
W=7～
9m

33,319 可
不
要

済
不
可

無 有り 22

他課からの依頼工事
であるため、都市技
術センターへの委託
（設計から施工管
理）で対応可

予算
なし

3
市道６３４
２号線道路
改良事業

用地買収 用地買収面積
A=320.
28㎡

15,564 可
必
要

済
不
可

無 有り 22

工事については、都
市技術センターへ委
託するため、用地買
収については主管課
のごみ対策課で対応

予算
なし

4 総
市道６４４
２号線道路
改良事業

道路を整備し、都市
機能の充実を図り安
全で円滑な交通を確
保する。

道路利
用者

施
整

市道０１１
０号線・６
３４２号線
等道路改良
事業

30,495 未 高 高 高
現状維

持
有り

予算
なし

4
市道６４４
２号線道路
改良事業

道路改良工事
道路改良工事
完成延長・幅
員

L=65m
W=4.5m

7,100 可
不
要

済
不
可

無 有り 22

他課からの依頼工事
であるため、都市技
術センターへの委託
（設計から施工管
理）で対応可

予算
なし

4
市道６４４
２号線道路
改良事業

用地買収 用地買収面積
A=344.
90㎡

23,395 可
必
要

済
不
可

無 有り 22

工事については、都
市技術センターへ委
託するため、用地買
収については主管課
のごみ対策課で対応

予算
なし

5 総
高田萩園線
道路改良事
業

道路を整備し、都市
機能の充実を図り安
全で円滑な交通を確
保する。

道路利
用者

施
整

高田萩園線
道路改良事
業

Ｚ 未 高 高 高 拡大 なし
増
や
す

5
高田萩園線
道路改良事
業

休止

今後実施する
道路整備プロ
グラムによる
事業方向性の
検討

休止

今後実施する
道路整備プロ
グラムによる
事業方向性の
検討

不
可

必
要

済
不
可

無 なし
増
や
す

6 総
行谷芹沢線
道路改良事
業

道路を整備し、都市
機能の充実を図り安
全で円滑な交通を確
保する。

道路利
用者

施
整

行谷芹沢線
道路改良事
業

行谷芹沢線
道路改良事
業

50,020
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ 43,427 未 高 高 高

現状維
持

なし 維持

6
行谷芹沢線
道路改良事
業

道路改良工事
道路改良工事
完成延長・幅
員

L=70m
W=12m

L=89.5
m
W=12m

50,020
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

6
行谷芹沢線
道路改良事
業

用地買収
用地買収面積

A=942.
81㎡ 42,427

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

6
行谷芹沢線
道路改良事
業

用地測量委託 用地測量面積
A=1,25
0㎡

1,000
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

予
算
の
方
向
性

事業手法

活動
優先
順位

重点事業
の名称

21年度業務計画に
おける課の重点事業

④
継
続
性

⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

必要性

活動指標の名称

①
人
件
費
減

道路建設課

改善
時期
（年
度）

手法の
変更の
有無

事後評価

道路建設課

事務事業の目的に対
する成果の状況

今後の事業展開

事業の改善提案

事業の
方向性

改善の内容

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー
ズ

④
市
民
協
働

③
成
果

実施計画

20年度
の取組
に対す
る分析

①
目
的
達
成

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量

予算内訳（千円）

活動量・サービス量の達成状況

活動

実績値

活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

基礎情報

事務事業の
目的・成果

対
象
（
顧
客
）

事
業
区
分

目標値

活動

平成２０年度評価
平成２１年度計画

目標値

実績

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

活動指標の名称

事務事業

実施計画
事業名

実施計画
事業名
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955,593 955,593 776,242 776,242

予
算
の
方
向
性

事業手法

活動
優先
順位

重点事業
の名称

21年度業務計画に
おける課の重点事業

④
継
続
性

⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

必要性

活動指標の名称

①
人
件
費
減

道路建設課

改善
時期
（年
度）

手法の
変更の
有無

事後評価

道路建設課

事務事業の目的に対
する成果の状況

今後の事業展開

事業の改善提案

事業の
方向性

改善の内容

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー
ズ

④
市
民
協
働

③
成
果

実施計画

20年度
の取組
に対す
る分析

①
目
的
達
成

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量

予算内訳（千円）

活動量・サービス量の達成状況

活動

実績値

活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

基礎情報

事務事業の
目的・成果

対
象
（
顧
客
）

事
業
区
分

目標値

活動

平成２０年度評価
平成２１年度計画

目標値

実績

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

活動指標の名称

事務事業

実施計画
事業名

実施計画
事業名

701 総
芹沢小林線
道路改良事
業

道路を整備し、都市
機能の充実を図り安
全で円滑な交通を確
保する。

道路利
用者

施
整

芹沢小林線
道路改良事
業

46,761
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ

701
芹沢小林線
道路改良事
業

道路改良工事
道路改良工事
完成延長・幅
員

L=85m
W=7m

L=85m
W=7.2～
12.0m

46,761

7 総
下寺尾芹沢
線道路改良
事業

道路を整備し、都市
機能の充実を図り安
全で円滑な交通を確
保する。

道路利
用者

施
整

下寺尾芹沢
線道路改良
事業

下寺尾芹沢
線道路改良
事業

55,222
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ 55,000 未 高 高 高

現状維
持

なし 維持

7
下寺尾芹沢
線道路改良
事業

道路改良工事
道路改良工事
完成延長・幅
員

L=220m
W=6m

L=190m
W=6m 50,314 道路改良工事

道路改良工事
完成延長・幅
員

L=270m
W=6m

50,000
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

7
下寺尾芹沢
線道路改良
事業

用地買収 用地買収面積
A=580
㎡

A=74㎡ 3,236
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

7
下寺尾芹沢
線道路改良
事業

設計委託 道路詳細設計
 
L=120m

 
L=120m 1,672 設計委託 道路詳細設計

L=300m
W=12m

5,000
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

8 総
茅ヶ崎駅周
辺整備

道路を整備し、都市
機能の充実を図り安
全で円滑な交通を確
保する。

道路利
用者

施
整

茅ヶ崎駅北
口周辺道路
整備事業

茅ヶ崎駅周
辺整備事業

49,817
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ 48,254 3

茅ヶ崎駅北口
周辺整備事業

未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

8
茅ヶ崎駅周
辺整備

電線地中線化
工事

電線地中線化
工事完成延
長・幅員

L=217
ｍ
W=12m

L=210m
W=12m

47,117
電線地中線化
工事

電線地中線化
工事完成延
長・幅員

L=117
ｍ

48,254 3
茅ヶ崎駅北口
周辺整備事業

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

8
茅ヶ崎駅周
辺整備

設計委託 道路詳細設計
L=186
ｍ

L=240m 2,700
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

9 総
北部地区道
路改良事業

道路を整備し、都市
機能の充実を図り安
全で円滑な交通を確
保する。

道路利
用者

施
整

北部地域道
路整備事業

26,981
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ 27,600 未 高 高 高

現状維
持

有り
予算
なし

9
北部地区道
路改良事業

道路改良工事
道路改良工事
完成延長・幅
員

２路線
L=260m
W=6～
7.5m

２路線
L=230m
W=6～
7.5m

26,981
北部地区道路
改良事業

道路改良工事
完成延長

２路線
L=214m
W=5～6
ｍ

27,600 可
不
要

済
不
可

無 有り 22

他課からの依頼工事
であるため、都市技
術センターへの委託
（設計から施工管
理）で対応可

予算
なし

10 総
寺尾橋橋
りょう整備
事業

橋りょうを整備し、
都市機能の充実を図
り安全で円滑な交通
を確保する。

道路利
用者

施
整

寺尾橋橋
りょう整備
事業

寺尾橋橋
りょう整備
事業

3,780
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ 1,838 未 高 高 高 拡大 なし

増
や
す

10
寺尾橋橋
りょう整備
事業

道路整備工事
道路整備工事
延長

L=15m L=0m 0
不
可

必
要

済
不
可

無 なし
増
や
す

10
寺尾橋橋
りょう整備
事業

調査委託
埋蔵文化財調
査

　
A=586
㎡

A=95㎡ 3,780 調査委託

埋蔵文化財調
査（報告書作
成）
委託費用負担

500冊 1,838
不
可

必
要

済
不
可

無 なし
増
や
す

11 総
街路事業用
地維持管理
業務

街路事業用地買収に
伴う測量等業務及び
買収済み用地工事着
手までの維持管理を
行う。

道路利
用者

施
管

5,648
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ 6,453 未 高 高 高

現状維
持

なし 維持

11
街路事業用
地維持管理
業務

街路買収用地
維持管理

対象路線 ２路線 ２路線 5,581
街路買収用地
維持管理

対象路線 ２路線 6,200
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持
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予
算
の
方
向
性

事業手法

活動
優先
順位

重点事業
の名称

21年度業務計画に
おける課の重点事業

④
継
続
性

⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

必要性

活動指標の名称

①
人
件
費
減

道路建設課

改善
時期
（年
度）

手法の
変更の
有無

事後評価

道路建設課

事務事業の目的に対
する成果の状況

今後の事業展開

事業の改善提案

事業の
方向性

改善の内容

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー
ズ

④
市
民
協
働

③
成
果

実施計画

20年度
の取組
に対す
る分析

①
目
的
達
成

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量

予算内訳（千円）

活動量・サービス量の達成状況

活動

実績値

活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

基礎情報

事務事業の
目的・成果

対
象
（
顧
客
）

事
業
区
分

目標値

活動

平成２０年度評価
平成２１年度計画

目標値

実績

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

活動指標の名称

事務事業

実施計画
事業名

実施計画
事業名

11
街路事業用
地維持管理
業務

街路整備促進
協議会との連
絡調整

連絡調整会議
出席

２回 ２回 67
街路整備促進
協議会との連
絡調整

連絡調整会議
出席

２回 253
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

12 総
新国道線街
路事業

道路を整備し、都市
機能の充実を図り安
全で円滑な交通を確
保する。

道路利
用者

施
整

新国道線街
路整備事業

新国道線街
路整備事業

269,873
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ 215,796 1

新国道線街路
事業

未 高 高 高 拡大 なし
増
や
す

12
新国道線街
路事業

新国道線街路
事業

用地買収 A=546.
05㎡

A=637.
9㎡

269,873
新国道線街路
事業

用地買収
A=390.
43㎡

215,796 1
新国道線街路
事業

不
可

必
要

済
不
可

無 なし
増
や
す

13 総
東海岸寒川
線街路事業

道路を整備し、都市
機能の充実を図り安
全で円滑な交通を確
保する。

道路利
用者

施
整

東海岸寒川
線（高田地
区）街路整
備事業

東海岸寒川
線（高田地
区）街路整
備事業

380,608
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ 127,091 2

東海岸寒川線
街路事業

未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

13
東海岸寒川
線街路事業

道路整備工事
道路整備工事
延長・幅員

L=10m
W=2.5m

L=10m
W=2.5m

958 道路整備工事
道路整地工事
延長・幅員

L=80m
W=16m

5,000 2
東海岸寒川線
街路事業

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

13
東海岸寒川
線街路事業

用地買収 用地買収面積
 
A=938.
98㎡

A=1685
.45㎡

379,650 用地買収 用地買収面積
A=729.
09㎡

122,091 2
東海岸寒川線
街路事業

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

14 総
赤羽根甘沼
線道路改良
事業

道路を整備し、都市
機能の充実を図り安
全で円滑な交通を確
保する。

道路利
用者

施
整

赤羽根甘沼
線道路改良
事業

赤羽根甘沼
線道路改良
事業

21,710
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ 34,650 5

赤羽根甘沼線
道路改良事業

未 低 高 高 縮小 なし
減
ら
す

14
赤羽根甘沼
線道路改良
事業

道路改良工事
道路改良工事
完成延長

L=265m
W=7.5～
10m

L=330m
W=7.5～
12.9m

21,710 道路改良工事
道路改良工事
完成延長

L=220m
W=7.5～
10m

34,650 5
赤羽根甘沼線
道路改良事業

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

15 総
芹沢遠藤線
道路改良事
業

道路を整備し、都市
機能の充実を図り安
全で円滑な交通を確
保する。

道路利
用者

施
整

芹沢遠藤線
道路改良事
業

Ｚ 33,000 完 低 高 低 終了 なし
予算
なし

15
芹沢遠藤線
道路改良事
業

休止 地元調整
芹沢遠藤線道
路改良事業

道路改良工事
完成延長

L=120m
W=9.0m

33,000
不
可

必
要

済
不
可

無 なし
予算
なし

702 総
道路整備調
査事業

道路を整備し、都市
機能の充実を図り安
全で円滑な交通を確
保する。

道路利
用者

施
整

7,798

目的の達成に向け
て、現時点では成果
が出ていないが、今
後成果が見込める。

Ｂ

702
道路整備調
査事業

市道６４４２
号線道路改良
事業

道路詳細設計
実施延長
用地買収面積

L=220m
A=538.
2㎡

L=160m
A=0㎡

7,798

16 総
香川甘沼線
道路改良事
業

道路を整備し、都市
機能の充実を図り安
全で円滑な交通を確
保する。

道路利
用者

施
整

香川甘沼線
道路改良事
業

香川甘沼線
道路改良事
業

1,488
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ 117,459 6

香川甘沼線道
路改良事業

未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

16
香川甘沼線
道路改良事
業

用地買収 用地買収面積
A=604.
24㎡ 112,389 6

香川甘沼線道
路改良事業

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

16
香川甘沼線
道路改良事
業

設計委託
道路詳細設計
実施延長

L=480m
W=12m

L=510m
W=12m

1,488 用地測量委託 用地測量面積
A=15,0
00㎡ 5,070 6

香川甘沼線道
路改良事業

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

17 総
道路整備プ
ログラム

道路利
用者

政
策

道路整備プ
ログラム策
定事業

8,000 4
道路整備プロ
グラム策定事
業

未 高 高 高
現状維

持
なし 維持
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955,593 955,593 776,242 776,242

予
算
の
方
向
性

事業手法

活動
優先
順位

重点事業
の名称

21年度業務計画に
おける課の重点事業

④
継
続
性

⑤
そ
の
他

③
民
間
活
用

必要性

活動指標の名称

①
人
件
費
減

道路建設課

改善
時期
（年
度）

手法の
変更の
有無

事後評価

道路建設課

事務事業の目的に対
する成果の状況

今後の事業展開

事業の改善提案

事業の
方向性

改善の内容

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー
ズ

④
市
民
協
働

③
成
果

実施計画

20年度
の取組
に対す
る分析

①
目
的
達
成

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量

予算内訳（千円）

活動量・サービス量の達成状況

活動

実績値

活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

基礎情報

事務事業の
目的・成果

対
象
（
顧
客
）

事
業
区
分

目標値

活動

平成２０年度評価
平成２１年度計画

目標値

実績

活動ごとの
決算額

決算内訳（千円）

当該事務事業
全体の予算額

（合計）

当該事務事業
全体の決算額

（合計）

活動指標の名称

事務事業

実施計画
事業名

実施計画
事業名

17
道路整備プ
ログラム

今後概ね１０年間の
道路整備計画を策定
する。

データ収集
調査対象路線
の選定

1 8,000 4
道路整備プロ
グラム策定事
業

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

18 総

国・県補助
金交付申請
書等の作成
事務

国・県補助金の採
択、要望、交付、請
求までの事務手続き
を行う。

国・県
内
部

適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 現状維
持

なし
予算
なし

18

国・県補助
金交付申請
書等の作成
事務

国・県補助金
等の事務手続
き

補助金歳入に
係る指定事務
手続きの期限
内提出率

100%
100%
(4件)

国・県補助金
等の事務手続
き

補助金歳入に
係る指定事務
手続きの期限
内提出率

100%
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

19 総

都市計画法
第53条申請
に対する意
見提出事務

道路・街路・開発事
業による公共施設と
建築行為との整合を
図る。

申請者
内
部

適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 現状維
持

なし
予算
なし

19

都市計画法
第53条申請
に対する意
見提出事務

事業に対する
意見提出業務
の期限内調
査、回答提出

期限内提出率 100%
100%
(27件)

事業に対する
意見提出業務
の期限内調
査、回答提出

期限内提出率 100%
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

20 総
開発事業事
前協議の意
見提出事務

道路事業・街路事業
と開発事業との整合
を図る。

申請者
内
部

適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 現状維
持

なし
予算
なし

20
開発事業事
前協議の意
見提出事務

事業に対する
意見提出業務
の期限内調
査、回答提出

期限内提出率 100%
100%
(67件)

事業に対する
意見提出業務
の期限内調
査、回答提出

期限内提出率 100%
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし

21 総

国・県から
の道路事業
費等の調査
事務

道路事業・街路事業
に係る国・県からの
調査等に対応する。

国・県
内
部

適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 現状維
持

なし
予算
なし

21

国・県から
の道路事業
費等の調査
事務

調査等に対す
る回答書提出
業務の期限内
調査、提出

期限内提出率 100%
100%
(48件)

調査等に対す
る回答書提出
業務の期限内
調査、提出

期限内提出率 100%
不
可

必
要

不
可

不
可

無 なし
予算
なし


